
　処理施設の解体撤去工事では高濃度PCB
取扱エリアを先行して解体することとしており、
令和５年度から令和６年度にかけてコンデン
サ自動解体設備の解体撤去を行いました。
　コンデンサ自動解体設備の解体撤去終了
後、エリア内の空気を吸引することで負圧を維
持している排気ダクト内部の拭き取り試験を
行い、PCBの付着状況を確認しました。
　付着状況確認用試料の採取からPCBの付
着量測定までの手順は以下のとおりです。

①　屋根裏での作業となるので、照明の準
備、また天井の補強を事前に行います。

②　エリア内の負圧を維持した状態で、ホー
ルソーという道具を使用し、排気ダクト
の一部を切り取りますが（大きさはφ１２
０㎜）、運転を継続しつつの作業となる
のでエリア内の圧力変化に注意が必
要です。

③　開口部は、別に準備した当て板で塞ぎ
ます。塞いだ後には、漏れ込みの空気
がないか確認をして工事は終了となり
ます。

④　切り取ったダクトの内側にあたる部
分を、ノルマルヘキサンという溶剤
を染み込ませたコットンで拭き取り
ます。拭き取ったコットンからＰＣＢ
を抽出して、１００㎝²あたりのＰＣＢ
付着量を測定します。

　引き続き、高濃度PCB取扱エリアの解体撤去を令和７年度から実施すべく準備を進めて
います。
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１．処理施設解体撤去工事の進捗状況ついて

排気ダクトの一部切り取り

排気ダクトの一部切り取り後

切り取ったダクトの拭き取り
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アザラシのぴーちゃんデジ丸

　５月１６日（金）に豊田市ＰＣＢ処理安全監視委
員会作業部会が開催されました。
　今回の作業部会では、令和６年度に発生した
トラブルの報告を中心にＪＥＳＣＯからトラブルの
概要と再発防止策等の説明を行い、その後、部
会員の皆様にトラブルが発生した場所を視察し
ていただきました。
　部会員の皆様からは、発生に至るまでの詳
細な質問や再発防止策に対するご提案などを
いただきました。
　また、豊田市からは、事業所で働く全ての作
業員が安全な解体撤去作業について、相互理
解を深め安全かつ慎重に作業を進めるよう要
請がありました。

２．安全監視委員会作業部会が開催されました

　平成１９年２月から毎月２１日を『安全の日』
と定め、"常に安全を最優先"にということを思
い起こす日として、JESCOと運転会社全員で
安全集会を始めとした安全推進活動を行って
います。（２１日が休日等の場合は、日にちを繰
り上げて行います。）

　また、安全推進活動の一環として施設内の安
全パトロールを実施しています。
　安全に作業が行われているか、トラブルにつ
ながるような危険な箇所はないか、所内ルール
が遵守されているか、整理整頓や清掃ができて
いるかなどをチェックしています。
　今回のパトロールでは、安全上問題となる箇
所はなく、整理整頓や清掃についても問題はあ
りませんでした。
　安全パトロール終了後は、引き続き４Ｓ活動
に努めていくことを確認しました。

３．『安全の日』について
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